
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年６月２４日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 現在インターネット上に見られる手作り教材の多くは二つのタイプに分けら

れる。一つは、ホームページ作成ソフトウェアなどを利用した自習形式のものであり、もう一

つはＭＯＯＤＬＥのようにＷｅｂサーバーを利用した本格的なものである。両タイプにはそれ

ぞれ一長一短がある。本研究ではこの中間を目指し、「①ＵＳＢメモリなどを利用したポータブ

ルで容易に管理できるサーバーを提供し、②ホームページ作成ソフトウェアと同様な手順で個

性豊かなＷｅｂベースの語学教材を作成可能とするシステム」のプロトタイプを開発した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,100,000 630,000 2,730,000 

 
 
研究分野：教育工学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：教育工学・教材開発、外国語教育、ｅ-ラーニング、コンピュータ学習支援、ポー

タブルサーバー 
 
１．研究開始当初の背景 

本研究は、研究代表者らのこれまでの成果

である、①平成１０年度熊本県地域貢献研究

事業「語学教育のためのマルチメディア辞書

の作成」、②平成１１年度～平成１２年度文部

省科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「不明瞭な

英語の聞き取り学習支援のためのデータベー

ス作成とその検索法」、③平成１４年度～平成

１５年度文部省科学研究費補助金基盤研究

（Ｃ）「教育用ソフトウェア作成支援のための

ソフトウェア部品開発とその活用に関する研

究」、および、④平成１７年度～平成１８年度

文部科学省科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）

「作業用教養データベースを利用した英専門

書読解支援ソフトウェアの開発に関する研

究」に引き続くものであった。 

インターネット上に見られる手作り教材は

ホームページ作成ソフトウェアなどを利用し
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て作成した自習形式のものと、ＭＯＯＤＬＥ

のようなＣＭＳを利用したものとに大別でき

る。前者には「ワープロ操作程度の知識で手

軽に作成可能であるが、高機能な学習環境を

提供できない」、後者には「本格的なｅ－ラー

ニングサイトも構築可能であるが、コンピュ

ータに関する専門的知識を必要とする」とい

う長所と短所がある。このため、両者の長所

を取り入れた「コンピュータに関する知識が

それほどなくても、手軽に本格的なe-ラーニ

ング教材を開発できるシステム」の開発が望

まれていた。 

 

２．研究の目的 

 本研究開始のきっかけのひとつにＨｙｐｅ

ｒＣａｒｄと呼ばれるオーサリングツールの

存在がある。語学教育の分野では古くからコ

ンピュータを用いた教育が行われており、中

でも、１９８７年に登場したＨｙｐｅｒＣａ

ｒｄは、プログラミングの知識がなくても「手

軽に好きなデザインで」教材を作成可能であ

った。このため、自らの手でマルチメディア

を用いた教育用ソフトウェアを作成できるツ

ールの登場を熱望していた教員にとってまさ

に「神からの贈り物 （Ｈａｎｓｏｎ－Ｓｍｉ

ｔｈ）」であり、語学教育の分野でも数多くの

ソフトウェアが作成されている。Ｈｙｐｅｒ

Ｃａｒｄはその後のコンピュータやインター

ネットの発展に対応せず開発も既に打ち切ら

れてしまったが、もしＷｅｂ上で動作し、「手

軽に好きなデザインで」作成できるツールが

あれば、その需要は高いものと思われる。本

研究では、ＨｙｐｅｒＣａｒｄの特徴を意識

し、「Ｗｅｂ上で動作し、しかも手軽に教材を

開発可能なシステム」を提供することを目的

とした。 

 具体的に述べると、前節の「1．研究開始当

初の背景」で述べたホームページ作成ソフト

ウェアタイプとＭＯＯＤＬＥタイプのそれぞ

れの長所を取り入れ、「管理が容易なポータブ

ルサーバーを提供し、ホームページ作成ソフ

トウェアと同様な手順で個性豊かなＷｅｂベ

ースの語学教材を作成可能とするシステム」

の開発を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究は２年計画で行った。 

（１） 平成１９年度 

 ポータブルサーバー関連部の基本機能、

データベース管理部、小テスト問題作成関

連部のソフトウェア設計・開発を行った。 

① ポータブルサーバー関連部 ・・・ＵＳＢ

メモリ上にＸＡＭＰＰをベースにしたサーバ

ーを稼働し、各種のサーバー管理を比較的容

易に可能とする支援機能を開発した。 

② 小テスト問題作成支援機能 ・・・多技選

択問題、真偽判定問題、穴埋め問題等の小テ

スト問題作成支援機能を開発した。 

③ 教材ページ作成支援機能 ・・・主目的の

一つである「ホームページ作成ソフトウェア

と同様な手順で個性豊かなＷｅｂベースの語

学教材を作成可能とする」ために、上記の支

援機能を活用した教材ページ作成支援部のプ

ロトタイプを開発した。 

 

（２） 平成２０年度 

 平成２０年度前年度開発したシステムを

「使い易く」するための作業を主な目的とし

た。 

① ポータブルサーバー関連部・・・ユーザイ

ンタフェース部に若干の不備が見られたので

改良した。また、サーバー移行を容易にでき

るようにシステムの見直しを行い、再構築し

た。 

②小テスト問題作成支援機能の強化・・・実

用化の面から考えるとユーザインタフェース

の点で使いづらいところがあり改良を行った。

また、問題の形式を変更可能なようにシステ

ムの見直しを行った。 

 

４．研究成果 

 本研究では、可搬型サーバーの構築と、そ

の上で動くことを想定した語学教育支援シス

テムコンテンツの開発という２つの研究を並

行して進めた。研究を開始するに当たっては、

本研究班の先行研究、「作業用共有データベー

スを利用した英専門書読解支援ソフトウェア

の開発に関する研究」（文部科学省平成１７年

度～１８年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）

課題番号１７５２０３９１）の研究成果であ

る、我々が開発した英専門書読解支援ソフト

ウェアＣＡＲＥＴが可搬型サーバー上で稼働

可能かどうかが一つの目安になると考え、実

現可能性を探った。また、同様に可搬型サー

バー上で実現可能な語学教育支援システムを

いくつか試作した。 

 

（１）ＥＳＬＷＢの開発 



 

 

 ＥＳＬＷＢ（ＥＳＬ Ｗｅｂｓｉｔｅ Ｂｕ

ｉｌｄｅｒ）は、ネットワークを利用可能な

ら、専用のサーバーがなくても、ＵＳＢメモ

リ等に入れた可搬型サーバーを用いてＷｅｂ

ベースの教育を行える環境を提供し、ホーム

ページ作成ソフトウェアと同様の手軽さでＷ

ｅｂベースの語学教育教材を作成可能なシス

テムである。システムは大きく分けると、テ

キスト処理関連部と問題作成支援機能部とか

ら構成され、テキスト処理関連部ではテキス

トの難易度測定ツールやコンコーダンスツー

ルを提供する。また問題作成支援機能部では、

穴埋め問題、ｎ択問題、結合問題、真偽判定

問題、並び替え問題などが容易に作成可能で

ある。 

 

（２）英文読解能力向上を目的とした協調的

学習サイトの試作 

 可搬型サーバー上で「軽快に」動作するこ

とを念頭において作成したサイトである。特

徴として、①難易度別単語辞書を活用し、②

教員に英文の難易度判定機能を提供する、③

英文読解をグループのメンバーと相談しなが

ら協調的に行い、効率よく語彙力を強化でき

る、④難易度で英文教材を選択できるように

難易度情報を付加した英文教材データベース

を提供する、ということがあげられる。本研

究では、この協調的学習サイトの構築、およ

び既存の英文解析ソフトウェアとの比較を行

った。本サイトを利用することで、学習者は

効率的に文脈に応じた単語学習を行うことが

可能となる。「ＧＳＬ」と「ＡＷＬ」を参考に

設定した難易度判定機能を用いることで、教

員は学習者に応じた課題選択が可能になる。

またフレームワークを有効に活用することで

開発効率が向上することが確認できた。 

 

（３）ＸＡＭＰＰを用いたｅ-ラーニング支援

システムの試作 

 可搬型サーバー上でホームページ運用を図

る上では、第一に軽快に動作することが求め

られる。前述の協調的学習サイトでは、軽快

に動作するということに対する優先順位を高

く考え構築したものであるが、一方で学習支

援のための多様なサービスを提供しようとす

ればどうしても動的なサイト構築が求められ

る。しかし、動的なサイト構築には一般にＭ

ＯＯＤＬＥやＸＯＯＰＳを利用した大掛かり

なものが使われており、これらを可搬型サー

バーで運用することには困難な点がある。そ

こで、ＵＳＢメモリでも動作するかをチェッ

クするためにＸＡＭＰＰ Lite をサーバーと

し、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ, ＰＨＰおよびＳ

ＱＬｉｔｅを用いたシステム構築を試行した。

このシステム構築により、Ａｊａｘ技術を利

用し、データベースモジュールと実行モジュ

ールの柔軟性を高めることができることを確

認した。また、現在改良中ではあるが、出題

ページに必要な教材データをＸＭＬファイル

にまとめ、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔと出題ペー

ジのＨＴＭＬファイルの３点のみでサーバー

から独立して出題と正誤判定を行える機能も

動作確認済みである。このように、運用面と

活用面の両面において手軽で柔軟なシステム

とすることができた。 
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